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生物学にはまだまだ未開の領
域があります。つまり、楽しい
ことがたくさん残っています。

たことで、細胞キラリティを反転（鏡像化）
させる遺伝子の同定にも成功しました。
　現在、細胞キラリティを示す三次元モデ
ル細胞からなる組織をコンピュータ・シミュ
レーションすることで、細胞キラリティによっ
て左右非対称な組織変形が起こる機構
を調べています。また、細胞キラリティが形
成される分子レベルの機構を明らかにし
たいと考えています。

細胞間の接触を介する細胞間情報伝達
－Notch情報伝達－
　多細胞動物の発生や恒常性の維持に
は、細胞間の情報伝達が必須です。細胞
間の情報のやり取りによって、細胞の秩
序だった挙動が生まれます。このような細
胞間の情報伝達の機構に関しては、近
年、大きく理解が進んでいます。しかし、ま
だまだ多くの謎が未解決のまま残されて
います。細胞間の情報を受け取るために
は、細胞膜の表面にある受容体タンパク
質が活躍します。これらは、情報を「受容」
するタンパク質です。
　Notchは細胞膜を貫通する受容体タ
ンパク質です。隣の細胞からNotchに情
報を送る側のタンパク質も、細胞膜貫通
型です。そのため、細胞と細胞が直接接
触する場合だけ、Notchが細胞内に情報
を送るようになります。この仕組みによっ
て、細胞と細胞の接触を介した細胞間情
報の伝達が起こります。これは、Notch情
報伝達とよばれています。Notch情報伝
達は、いろいろな細胞の運命決定や形
態形成で機能しています。したがって、
Notch情報伝達の異常は、白血病など
のガンの発生や、いろいろな遺伝病の原
因となります。ショウジョウバエを用いて、
Notch情報伝達の仕組みや、その制御
方法の研究を行っています。

　複雑な多細胞生物のからだも、元をた
だせば個々の細胞の集まりです。した
がって、生物が「生きる」ことは、細胞の発
揮する多彩な機能に依存しています。例
えば、細胞は、細胞同士の間で情報のや
り取りをすることで、自らの運命を決め
ていきます。しかし、細胞がモノスゴイ機
能を発揮する機能については、まだわ
かっていないことだらけです。
　我々の研究室は、動物の組織・器官
が、遺伝的にプログラムされた形態につ
くりあげられていく際に、細胞がどのよ
うな機能を発揮しているのかに興味を
持っています。遺伝学的解析手段が駆使
でき、全ゲノムのDNA塩基配列が決定さ
れているショウジョウバエを用いて、この
問題にチャレンジしています。

動物のからだを左右非対称にする
細胞のキラリティ
　外見が左右対称な動物においても、内
臓器官は左右非対称な場合が多くみら
れます。ヒトの内臓の左右非対称性がそ
のよい例です。このような左右非対称性
形成の形成機構は、進化的に多様であ
り、無脊椎動物ではその機構はほとんど
理解されていません。
　ショウジョウバエは、発生の研究を行う
のに適した実験動物であり、そのからだ
は、遺伝的に決められた左右非対称性を
示します。我々の研究室は、ショウジョウ
バエを用いて、左右非対称性が形成され
る機構を研究しています。その結果、細胞
がキラリティ（鏡像がもとの象と重ならな
い性質）を示し、それがもとになって左右
非対称性が形成されることを世界に先駆
けて明らかにしました。消化管の左右非
対称性が逆転する突然変異体を探索し

図2.
野生型のショウジョウバエ胚の神経系（紫色）ははし
ご状神経系。Notch受容体をコードする遺伝子の突
然変異体の胚では、細胞間の情報伝達が機能せず、
細胞分化が乱れる。その結果、本来は表皮の細胞
が、全て神経に変化してしまう。

図1.
ショウジョウバエの胚の消化管（部分ごとに、緑、紫、
青色で示した）は、左右非対称。左パネルは腹側か
ら、右パネルは背側から見た写真。
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